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宇宙開発の現状報告 

（平成 19年 5月 23 日（水）～平成 19年 5月 29 日（火）） 

 

平成19年 5月 30日 

宇宙開発委員会事務局 

 
 
 
最近の宇宙開発委員会の動き 

5 月 25日（金） 

• 第6回安全部会 
 【松尾委員長、青江委員、池上委員、森尾委員】 

 

 

 

宇宙開発に関する海外の動向 

5 月 25日（金） 

• 中国CNSA､国際災害チヤータに加盟 【中】 

5 月 24日（木）（現地時間）、欧州宇宙機関（ESA）は､各国の

宇宙機関を中心とする災害管理に係わる国際協力枠組みであ

る「国際災害チヤータ」に､新たに中国国家航天局（CNSA）が加

盟したと発表した。CNSAの加盟により、中国の衛星画像のアー

カイブデータや新規画像データが大規模災害発生時に無償提

供される予定。 

 

5 月 28日（月） 

• 中国、遙感衛星２号（Yaogan-2）の打上げに成功 【中】 

5月25日（金）7時12分（世界標準時）、中国は、酒泉衛星発

射センターより、長征 2D ロケットを打ち上げ、地球観測等を行う

「遙感衛星2号（Yaogan-2）」と、浙江大学（Zhejiang university）

の技術実証衛星である「浙大皮星1号（Zhejiang university pico 

satellite）」の所定軌道への投入に成功した。遙感衛星2号

（Yaogan-2）は､2006 年 4月に打ち上げられた遙感1号

（Yaogan-1）に続く新型のリモートセンシング衛星で、主に科学

実験､国土資源調査､農作物調査､災害監視などに使用される。 

 


